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（１）道内人口に占める札幌市の人口の割合 

  札幌市への人口集中割合は、1970（昭和 45）年には約５分の１だったが、1980
（昭和 55）年に約４分の１になり、2020（令和２）年現在では３分の１以上となっ
ており、札幌市への集中が加速している。 

札幌市への人口集中割合（1970 年～2020 年） 

 

 
総務省「国勢調査」に基づき北海道総合政策部において算出    

（２）札幌市の人口移動 

  札幌市の転出入状況は、道内からは転入超過である一方、道外に対しては転出超
過となっている。年齢別にみると、道内は、男女とも 15～24 歳で大幅な転入超過
となっており、特に女性の 20～24 歳の転入超過が目立っている。道外は男女とも
20～29 歳で大幅な転出超過となっている。 

道内・道外、男女別人口移動（転入―転出）（札幌市，2024 年） 

 
札幌市より提供  

※住民基本台帳による（日本人のみ） 
 

1970年 1980年 1990年 2000年 2010年 2015年 2020年

北海道 5,184,287  5,575,989  5,643,647  5,683,062  5,506,419  5,381,733   5,224,614   

札幌市 1,010,123  1,401,757  1,671,742  1,822,368  1,913,545  1,952,356   1,973,395   

割　合 19.5% 25.1% 29.6% 32.1% 34.8% 36.3% 37.8%

総数 道内 道外

男女計        10,588        12,785        -2,197

男          5,111          5,577           -466

女          5,477          7,208        -1,731

５ 札幌市への人口集中 

〔人〕 

〔人〕 
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年齢別人口移動（転入―転出）（札幌市，2024 年） 

 
札幌市より提供     

※住民基本台帳による（日本人のみ）    

（３）札幌市とその他地域の生産年齢人口 

  2024（令和 6）年と 2003（平成 15）年を比較すると、札幌市の生産年齢人口（15
～64 歳人口）は 8.8％の減少に留まっているが、札幌市を除く地域では 31.1％と大
きく減少している。 

生産年齢人口 

 
総務省「住民基本台帳に基づく人口、人口動態及び世帯数」※2003～2013 年の３月 31 日人口（日本人のみ） 

2018～2024 年の１月 １日人口（日本人のみ） 
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（４）札幌市の出生率 

  札幌市の合計特殊出生率は全国平均より低く、全国 21 大都市の中で最も低い。 

  全道人口の３分の１を占める札幌市の出生率は、北海道全体の出生率に大きく影
響している。 

21 大都市の合計特殊出生率（2020 年） 

 
厚生労働省「人口動態統計」（日本人のみ） 

 

  


